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　はじめに
　外来を訪れる慢性疾患患者が増加している今日、家庭
における生活指導が重要になってきている。日頃診療介
助をしながら、ま賃麟難を感じていたが、業務
におわれて目的達成までに至らなかった。短い診療の中
で、個々のニードに応じた患者指導を、実施していくに
は時間的に現状ではむずかしい。そこで、患者自身が
理解できる内容で、家庭において役立てられるような、
パンフレットを作成し試みることにした。今回、蜘ら海ン
’ら塑梗塞患者を対象噸し、理解できる内容であった
か、パンフレット配布と共にアンケート調査をしたので、
結果をここに報告する。
1　パンフレット作成
　疾患別に文献と医師の意見を参考にし言葉だけでなく、
絵による印象づけ、持ちやすさを考え縦18㎝、横12．5侃
に工夫し作成した。
　1．対象者
　　狭心症、心筋梗塞患者
　2．パンフレット内容について
　　題名：心臓病の方へ
　　項目：1）心臓の構造を図式
　　　　　簡単な臓器部位と、血液の全身に循環する様
　　　　　子を示した。
　　　　　2）胸痛について
　　　　　どんな痛みなのか、どのあたりが痛むのか、
　　　　　どのようなときに痛みが起るのか、等をあげ、
　　　　　右側の空欄には患者が症状を書けるようにし
　　　　　た。
　　　　　3）発作がおこったとき
　　　　　発作時は、どのように対処したらよいかを述
　　　　　べた。
　　　　　4）検査について
　　　　　予約の必要なもの、当日できる検査名をあげ
　　　　　検査の必要性を述べた。
　　　　　5）服用について
　　　　　規則正しい服用、ニトログリセリンの有効期
　　　　　限等を述べた。
　　　　　6）日常生活について
　　　　　禁煙、アルコールについての注意、食事につ
H　実施
いてはコレステロールの多く含まれる食品、
食塩の取り過ぎ、コーヒーその他刺激物を控
えめにすること、食事の食べ過ぎ等について
述べ、便秘については毎日排便習慣をつける
ことと、繊維の多い食品を表示した。その他
理想的な睡眠時間、ストレスが心臓に及ぼす
影響、また、運動、入浴、旅行等については、
必ず医師に相談して欲しいことを述べた。最
後に定期的な診察を受けられるよう、受診時
の注意点を述べてみた。
　1．調査期間　60年10月～11月迄
　2．調査方法
　　パンフレットとアンケート用紙を渡し、家庭に持ち
　帰り読んでみて、理解しやすい内容であったか調査し
　たQ
　3．アンケート結果　39枚発行　14枚回収
　　回答　1）わかりやすい　　　　　　　　14名
　　　　　2）わかりにくい　　　　　　　　0名
　　　　　3）その他の意見　　　　　　　　8名
　以上のアンケート結果により、ほとんどの人がわかり
やすいと答えている。
　その他の意見として
　　ユ）コンパクトで持ちやすく、わかりやすい内容で
　　あった。
　　2）非常に参考になった。
　　3）日常生活、また正しく受診することがよく理解
　　できた。
　　4）内容はわかりやすいが、老人が読むには少し見
　　にくい。
　　5）家族にも参考になった。
　　6）食品に含まれる、塩分について表示して欲しい。
　　7）2週間前より、食後前胸部のやける様な感じが
　　あり、2時間位で消失するがしらべて欲しい。
　　8）飲み忘れた内服薬は次の分と一緒に飲んでもよ
　　いのか、いけないのか知りたい。
　　9）いつも親切に診察をしてもらい感謝している。
　以上から受診時医師、看護婦に話せなかった意見を知
一一@24　一
ることができた。
　4．対策
　　1）文字を大きく読みやすいよう工夫する。
　　2）食塩含有量の目安となる、食品名及び量を表示
　　する。
　　3）症状に対する意見については、氏名を記入して
　　もらい、医師の説明を受ける方法を考えている。
皿　考察
　今回、パンフレットを作成し調査してみて、患者自身
病気及び、日常生活の心構えや過ごし方について、いか
に関心を持っていたかを知った。また作成する段階で医
師、看護婦間のコミュニケーションも活発になり、私達
も疾患に対する知識を深めることができた。今後、診療
介助の中で生活実態を知り、どのような問題をかかえて
いるか、把握してパンフレットを活用した、面接方法に
より指導していきたい。
　おわりに
　パンフレット作成を重点に発表したが、今後このパン
フレットを活用し、諸問題に対して患者のニードに応え
られるように努力して行きたいと思う。最後になりまし
たが、御協力、御指導いただいた方々に感謝致します。
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受診のさいには、訴えの内容を事前
に順序よく整理しておきましょう。
胸痛がおこる代表として狭心症と心筋梗塞
とがあります。これらの病気は痛みの性質
のみで診断できることがあり、痛みの状態
を正確に医師に伝えることが重要です。
　どんな痛みなのか
胸痛は必ずしも痛み　症状をお書き下さい。
ではなく圧迫感・し
あつけられる感じ・
やけるような感じな
ど様々です。そのた
あに症状を明確に感
じたままの症状をで
きるだけ正確に医師
に伝える必要があり
ます。
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どのあたりが痛むのか
胸の真中・胸の裏側・
首のつけ根・背中・左
側の小指・下顎・左腕
の内側、人によって様
々です。正確にお答え
下さい。
どの様な時に痛みが起るのか
階段を上がる時・食後
安静にしている時・寝
入りばなや明方、症状
が現れた時の状態をお
答え下さい。
s
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紳
いつ頃から症状が起り始めたのか
何年も前から起って
いる症状と、2ケ月
前から起ったものと
は、大変な違いがあ
ります。症状が最近
起ったケースほど、
経過を慎重にみなけ
ればなりません。
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（1）
（2）
（3）
発作がおこったとき
胸が苦しくなったり、どうきがした
ときは、静かにしてようすをみて下
さい。
上半身を枕などで高くしたほうが楽
です。
医師より処方されている舌下錠を1
錠下に入れて下さい。痛みが激しい
ときはかみくだいたほうが早く溶け
ます。
　　　　　■A　　舌の下に入れて
　　　　　L　　　溶けるまで、ふ
くんで下さい。
（4）家族の方へ（失神発作の時）
　　脈をとり、脈がふれなかったり、意
　　識がない時は、患者さんの左胸部
　　（心臓のあたり）をにぎりこぶしで
　　強く叩いて下さい。
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⑤　救急車を呼び病院で適切な処置を受け
　　て下さい。
救急車（電話119）
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　　　　　　検
〔1〕　予約します
　（1）心音図
　（2）負荷心電図
　③超音波
　（4）色素稀釈
〔2〕　当日できます
　（1）心電図
査
⑤核医学
（6）C．Tスキャン
（7）ベクトル心電図
　　　　　　　　　　　③血液
　②胸部レントゲン撮影　（4）尿
　検査に協力するには、検査の目的を
　理解しておくことが必要です。どの
　検査もひとつだけで目指す解答を与
　えてくれません。
　それほど病気の仕組みは複雑です。
　指示された検査をじょうずに受け、
　最大の治療効果をあげるには、医師
　とコミュニケーションを持つことです。
〔3〕　検査でお疲れでしょう。大切な検
　査です。がんばって下さい。
〔4〕　検査の結果、治療方針が決ります。
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　服用について
（1）薬は不規則に服用すると、症状がかえ
　　て悪くなります。飲み忘れのない様に
　規則正しく服用しましょう。
②　服用後、変った症状が現れた時は、服
　　用を中止したりせず、医師に相談して
　　下さい。
（3）発作が起る事が予測される時は、あら
　　かじめ服用しておくと、発作を予防で
　　きます。
（4）
（5）
ニトログリセリンは封を切ってから6
ケ月過ぎたものは、効目が下がってい
る事があります。新しいものと、取り
替えておきましょう。
ニトログリセリンは、ビンのまま服の
ポケットに入れて、いっでも使える様
にしておきましょう。
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病気を進行させないように生活
習慣の改善に努めましょう
（1）禁煙（タバコは発作の原因になります）
タバコはやめましょう
②　酒は心臓の負担になります。
　　医師に相談して下さいb
　　飲みすぎは禁物です。
冠e
ビール　ウィスキー　日本酒
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③　食事も治療のひとつです。
　　規則正しく食べましょう。
みかん
（i　ils”
（4）　コレステロール食品（油の多い肉類・
　　玉子・バター）など1回の量を少なく、
　　回数を減らす様に努めましょう。
o““b戟@e
⑤　食塩の取り過ぎに注意しましょう。
　　特にむくみのある人、高血圧の人は、
　　気をつけて下さい。
1日79
までにし
て下さい。 　少なめに「
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㈲　コーヒーその他刺激物（コショウ
　　カラシ）など控えめにしましょう。
コーヒー コショウ　ねりがらし
（7）食べすぎは心臓に負担がかかります。
　○食事は腹八分目にとどめておきまし
　　よう。
　　　　e
よくかんで
食べましょう。
○肥満の原因にもなります。心臓ポン
　プの働きが鈍ります。注意しましょ
　う。
一　11
⑧　便秘も心臓に負担がかかります。
　o毎日排便の習慣をつけましょう。
　○便秘のひどい時は、医師に相談して下
　　さい。
　○せんいの多い食品を食べると便秘予防
　　になります。　（いも類・せんいの多い
　　野菜・果物）
＜＜＄9’ ○塞ミヨ
さつまいも　　たけのこ　　りんご　　バナナ
。
じゃがいも　　ホーレン草　　トマト
⑨　睡眠、休養は心臓の負担を和らげます。
　○理想的な睡眠時間は、6～8時間です。
　o枕の高さ、かけ布団の重さに気をつけ
　　ましょう。
　○下着はきつくないものをつけて下さい。
　○アンカ、湯口ンポの使用で保温に努め
　　ましょう。
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qo）ストレスは心臓に負担がかかります。
精神的
　強い競争心
　怒り
　イライラする
　心配事
　不安
　悲しみ
身体的
　時間に追われる生活
　疲労
　睡眠時間
心配事
竃蓉
イライラする　　悲しみ
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⑪　運動　始める前に医師に相談して下さ
　　　　　い。
　○運動不足も肥満の原因になります。
　o相談しながら適度の運動を続けましょ
　　う。
　○準備体操は忘れないで下さい。
　○突然始めると心臓の負担になります。
　　気をつけましょう。
　○食後1時間位がよいでしょう。
　○リズムカルにマイペースで続けましょう。
　○医師の指示に従って、次の運動を試み
　　て下さい。
①散歩　　　②準備体操　　　③なわとび
④　ヨギング
煮、j　　　　　Nro
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⑫　仕事を始める前に医師に相談して下
　　さい。
　○休憩をとりながら徐々に慣れる事で
　　す。
　○長時間、同じ姿勢で仕事を続ける事
　　は、心臓に負担がかかります。
　　注意しましょう。
⑬　急激な温度差は心臓の負担になりま
　　す。ガウン、カーディガン、かけ物
　　で調整して下さい。
⑭　トイレの保温に努めましょう。
⑮　入浴は体に負担がかからない限り毎
　　日でもよいでしょう。温度はぬるめ
　　長湯はさけて下さい。体調の悪い時
　　はやめて、医師に相談して下さい。
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q⑤　長期、短期を問わず、旅行する前に
　　医師に相談して下さい。飛行機、車
　　電車、徒歩など心臓に負担がかかり
　　ます。相談して楽しい旅行にして下
　　さい。
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定期的に診察を受けましょう
（1）受診日は指示された日においで下さ
　　い。
（2）　予約の場合は予約日に受診できるよ
　　うに努めましょう。
③　心臓病は急を要する事がありますの
　　で、体調の悪い時は、いつでも受診
　　して下さい。
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